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全体オリエンテーション 
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4月 27日（金）18：15～ 

◆場所 ２B４１２ 

 

 

 

 

 

 
 

本授業では、視覚、聴覚、運動・内部障害学生に対する支援技術を学びます。 

障害の種別によって、支援ニーズやそれに応じた支援内容が大きく異なるため、講座は障害別に 

実施しています。 

視覚障害   テキストデータ化、対面朗読、移動支援 他 

聴覚障害   手書き要約筆記、パソコン要約筆記    他 

運動・内部障害  移動支援、ノートテイク      他 

 

希望者は、以下の全体オリエンテーションに参加し、障害別講座に関する説明を聞いた上

で、希望講座を選択・受講してください。 

2日間の講座を受けた後には、学んだ技術を活かし、ピア・チューターとして支援活動にも関わる

ことが出来ます。 ※ピア・チューターとは、障害学生支援活動に関わる学生のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

※全体オリエンテーションは上記の日程のうち、どちらか一方に参加してください。 

※いずれの全体オリエンテーションにも参加できない方は、下記アドレスにお問い合わせください。 

 

障害別講座日程（自由選択）  ※1講座（2日間）を選択して受講 

●聴覚障害 5月 20日（日）・27日（日） ＊秋学期にも開講 （10月 7日・14日） 

●運動障害 6月 2日（土）・3日（日）      ＊秋学期にも開講 （11月 10日・11日） 

●視覚障害 6月 10日（土）・17日（日） ＊秋学期にも開講 （11月 24日・25日） 

春学期と秋学期は同じ内容 
 

          ※  TWINS登録期間【5月 2日（水）まで】           

通年開設の講義のため、秋学期に受講希望の場合もこの期間内に必ず登録してください。 

 

  

全学群対象「障害学生支援技術」 

オリエンテーションのお知らせ 

担当教員：竹田一則、加藤靖佳、名川勝 

 ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター 

アクセシビリティ部門  スチューデントプラザ 2階 

問い合わせ先：shougai-shien@un.tsukuba.ac.jp  
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こんにちは！私たちは視覚障害学生支援チームです。突然ですが、筑波大学の学生

の中には目が見えない、見えにくい学生がいることを知っていますか。目の不自由な

学生にとって、授業の配布プリントや掲示物をそのままの形で読むことは難しいこと

です。私たち視覚障害学生支援チームは、そういった学生に対して支援を行っていま

す。具体的には、授業の配布物などの文字を、パソコンを使ってテキストデータにす

る作業（テキストデータ化）や資料作成の補助、事務書類の代筆、対面朗読、また移

動支援などを、それぞれの学生のニーズに合わせて行っています。支援では Word や

Excel を使う機会も多いので、大学生活にとどまらず広く役立つ実用的なスキルを身

に付けることができます。また学習支援以外にも、障害学生の生活環境整備のために

駐輪マナー向上キャンペーンなどを行っています。 

これらの活動に少しでも興味を持たれた方は、全体オリエンテーションとそれ以降

のピア･チューター養成講座にいらして下さい。視覚障害のある人と関わったことの

ない方、支援経験のない方ももちろん大歓迎です。視覚チーム一同、みなさんのご参

加をお待ちしています！ 

 

私たちは、主に聴覚障害学生への講義中などの情報支援を行っています。

情報支援には、手書きで行う要約筆記、PCを使用するパソコン要約筆記、手

話通訳という３種類の方法があり、音情報を視覚化し、聴覚障害学生に情報

を伝えます。講義中の先生の発言だけでなく、学生の発言など、教室の中で

聞こえてくるあらゆる音が大切な情報です。それらの情報を視覚化すること

で聴覚障害学生は講義に“参加”できるのです。 

情報を伝えるときには、話し言葉を要約したり記号化したりして支援する

ので、自分のノートやレポート作成ときにも役立つ技術が身に付けられま

す！今、うまく情報を伝えられるか不安だという方も、活動の中で聴覚障害

学生や他のピア・チューターの方が丁寧に教えてくれるので心配いりませ

ん！「聴覚障害学生とお話がしたい!」「いろいろな学類の人と交流したい!」 

「自分の PC スキルを活かしたい!」と少しでも思った方は、ぜひ聴覚障害学

生支援チームにお越しください。皆さんの活動への参加を、ピア・チュータ

ー一同お待ちしております。 

 

 

筑波大学には様々な理由で腕や脚に障害をもち車いすなどを使用して学生生活を

送っている運動障害学生がいます。運動障害といっても状態や程度は様々で、授業

間の移動に時間がかかってしまう人や、手指に障害があって講義を受けるときにノ

ートをとることが難しい人もいます。 

私たちはそのような運動障害学生の支援を行っています。具体的には、車いすを

押すなどの「移動支援」や障害学生の代わりにノートをとる「ノートテイク支援」、

他にもパソコンを使って資料作成のお手伝いをする等、障害学生のニーズに応じて

様々な支援をしています。しかし、現在必要な支援に対してピア・チューターが不

足しており、皆さんのお力が必要です。隙間時間でも行える支援があるので、まず

は養成講座にいらしてください！ 

養成講座に参加することで、ピア・チューターの活動に必要な知識や技術を知る

ことができ、また実際に障害がある学生と交流しながら楽しく勉強ができます。 

運動障害学生チームで新しい仲間やものの見方に出会えますよ。皆さんの参加を

お待ちしております！ 

 

 

各障害学生支援チームより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚障害学生支援チーム 

聴覚障害学生支援チーム 

運動障害学生支援チーム 


